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 秀実小学校 放課後学習の様子 
                        平成２９年１０月３０日（月） 
 
  
児童の反応をうかがいながら丁寧に     隣の児童が一人でやっている間に 
 
   
担任の先生も一緒に１対１で個別指導   少人数６人に一斉にプリントの問題を 



















  津山東中学校 放課後の学習の様子 




副校長先生から紹介される３人の学生     先生方と一緒に個別指導 
 










分からない問題には、丁寧に 1 対 1 で 
個別指導。生徒も真剣に取組んでいます 
                           
 鶴山中学校 放課後の学習の様子 
                            平成３０年２月２４日（土） 
                                                       
卒業生の男子高校生もボランティアに参
加し、後輩の指導に 
   
               

























  河辺公民館 夏休み学習の様子  





































                          





















































































































 東小学校 １０月～３月 ・・・ １０回  
 秀実小学校 １１月～３月・・・９回 
 鶴山中学校 １１月～２月・・・１０回 
 津山東中学校 １２月～２月・・・４回 
 鏡野南小学校 １月～３月・・・９回  
 鏡野鶴喜小学校 １月～３月・・・１１回 
 新野小学校・・・１０月・・・１回 
 河辺公民館 ８月 ・・・４回 
 院庄公民館 １２月・・・１回 









  現場で生かしたい。 
 ・小学校で学習した内容が中学校での学習につながっていることが学習支援ボラン 
















   津山市立北陵中学校、鏡野町立鏡野中学校には希望に添えなかった。 
   鏡野町立鶴喜小学校では、スクールバスの関係で指導時間がどうしても限られ 
る。もう少し、時間が取れる方法はないだろうか。 
 ・小学校においては、東小学校や秀実小学校のように、児童の実態に応じて少人数 
  で指導するほうがより充実した指導ができるのではないか。 
 ・鶴山中学校のように先生が土曜日に出勤しての取組は、働き方改革のことを考え 
  ると先生方の負担も少なくないのではないか。今後は、教員がいなくても実施で 
きる方法を模索したい。 
 ・交通手段として自家用車がないと行くのが困難な遠距離が多い。タクシーの使用 
  は有り難い。しかし、毎回というわけにはいかない。 
 ・自家用車を持っている学生に便乗して行っているが、交通事故の不安がある。 
 ・中学校の理科や社会の指導が困難である。前もって勉強しておかなければならな 
い。しかし、採用試験の勉強にもなるので一石二鳥でもある。 
 
７ 終わりに 
 平成２８年３月に岡山県社会教育委員の会議で提言された「『地域の中で輝く中高
生の出番づくり』～地域への愛着心・自己肯定感の向上を目指して～」では、子ども
達の健やかな成長には、地域からの学校・子どもへの支援にとどまることなく、中高
生である若者が地域で活躍できる機会を創造することが必要であると述べている。そ
れらを受けて津山市教育委員会では、前述の「中学生・高校生の公民館への受け入れ」
を促進し、各公民館は彼らを受け入れた活動を実践してきた。また、小中学校におい
ても卒業生を学習支援ボランティアとして迎える学校もあった。 
 さらには、この美作地区管内でも、「地域学校協働活動」が実施されるようになり、
津山市教育委員会生涯学習課も推進体制を整え各公民館においても、それぞれの学校
及び公民館等の地域が協働して特色を活かしながら推進していく取組が見られるよ
うになってきた。 
 これらの取組に小学校教員を目指す美作大学の学生が、地域の人材として学習支援
ボランティアとして貢献できるのはありがたく有益な時間である。また、地域の子ど
も達にとっても、年齢が近いお兄さん・お姉さん先生である学生に教えてもらったり、
遊んでもらったりするのは、大きな楽しみでもある。 
 学生の交通手段や空きコマの関係等でボランティアに参加し難い課題等も多々あ
るが、今後も引き続き教育委員会、公民館、小中学校と連携して学習支援や公民館に
おける子どもの居場所づくりに学生を参加させたい。 
 
